
第41回環境保全・公害防止研究発表会の概要

(公財)ひょうご環境創造協会 兵庫県環境研究センター

平成26年12月10日(水)および11日(木)に環境

省，全国環境研協議会および兵庫県・(公財)ひょ

うご環境創造協会の共催による第41回環境保全・

公害防止研究発表会が神戸市のパレス神戸で開催

されました。

研究発表に関しては全国環境研協議会の会員か

ら50題の演題応募があり，大気(16題)，植物・騒

音(�題)，化学物質・分析法(�題)，水質(�題，

うち�題は要旨のみ)，閉鎖性水域(�題)，生物・

ネットワーク解析(�題)，廃棄物(�題)のセッ

ションが�会場に分かれて研究発表が行われまし

た。

�日目は主催者のあいさつ，続いて特別講演お

よび研究発表が行われ，�日目は引き続き研究発

表が行われました。�日間で会員および行政機関

等から延べ218名の参加があり，成功裏に終了し

ました。

1. 開会あいさつ

皆さん，こんにちは。兵庫県環境研究センター

長の神田でございます。本日は，「第41回環境保

全・公害防止研究発表会」に，全国各地から兵庫

県にお集まりいただき，ありがとうございます。

昨今，各研究所におきまして研究員の数が減少
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第41回環境保全・公害防止研究発表会特 集

A会場風景

((公財)ひょうご環境創造協会 兵庫県環境研究

センター長 神田 泰宏 氏)

B会場風景



している中，研究発表の数が例年通り集まるのか

どうか心配していたのですが，例年より多い50題

もの申し込みをいただきました。重ねてお礼申し

上げます。環境研究が着実に進められていること

を心強く感じた次第です。

研究発表50題のテーマの内訳ですが，PM2.5な

ど大気分野が一番多くて16題，続きまして水質：

12題，化学物質：�題，廃棄物：�題，その他：

�題となっています。ただし，内容的に複数分野

にまたがる研究が多くございます。この発表会

は，環境行政に科学的知見を与えるさまざまな研

究がどのような状況にあるのかを知ることのでき

る絶好の機会です。ご自身の研究分野を深く掘り

下げられるとともに，異なる分野の研究への関心

も拡げていただければと思います。

また，本日の発表会終了後には，恒例の情報交

換会を予定しております。今回は，発表時間が例

年より若干短くなっていますので，その分情報交

換会で補っていただくとともに，個人レベルの

ネットワークも拡げていただきたいと思います。

それでは今日，明日の�日間，活発な情報交換，

意見交換が行われ，参加者の一人ひとりが何か新

しい刺激を得られますことを願いまして，「第41

回環境保全・公害防止研究発表会」を開催いたし

ます。どうぞよろしく，お願いいたします。

2. 主催者あいさつ

○環境省のあいさつ

ただいまご紹介いただきました環境省総合環境

政策局総務課環境研究技術室長の吉川でございま

す。

今回第41回目という節目の研究発表会が，ここ
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Ｂ会場(�階中会議室)楓の間Ａ会場(�階大会議室)葵の間

○研究発表 (15：10〜17：16)

○開会(13：30〜13：45)

開会あいさつ (公財)ひょうご環境創造協会

兵庫県環境研究センター長 神田 泰宏

主催者あいさつ 環境省環境研究技術室長 吉川 和身

全国環境研協議会会長 飯塚 政範

兵庫県環境部長 梅谷 順子

○特別講演(13：50〜15：00)

演題：環境分析の将来展望 ―網羅分析，指標分析，スペシメンバンキング―

講師：柴田 康行(独立行政法人国立環境研究所 環境計測研究センター 上級主席研究員)

座長：飯塚 政範(全国環境研協議会会長(秋田県健康環境センター所長))

パレス神戸(Ａ会場(�階大会議室)葵の間)平成26年

12月10日(水)

第41回環境保全・公害防止研究発表会日程表

○閉会 Ａ会場(15：55〜16：10)

閉会あいさつ 環境省環境研究技術室長 吉川 和身

次期開催県あいさつ (公財)東京都環境公社

東京都環境科学研究所長 柿沼 潤一

開催県閉会あいさつ (公財)ひょうご環境創造協会

兵庫県環境研究センター長 神田 泰宏

○閉鎖性水域 ( 9：00〜10：30)

○化学物質Ⅰ (10：40〜11：52)

(昼食・休憩)

○廃棄物 (13：00〜14：30)

○生物・ネットワーク解析 (14：40〜15：52)

○大気Ⅱ ( 9：00〜10：30)

○植物・騒音 (10：40〜11：52)

(昼食・休憩)

○化学物質Ⅱ・分析法 (13：00〜14：30)

○大気Ⅲ (14：40〜15：52)

Ｂ会場(�階中会議室)楓の間Ａ会場(�階大会議室)葵の間

○研究発表 (9：00〜15：52)平成26年

12月11日(木)

○水質 (15：10〜17：16)○大気Ⅰ (15：10〜17：16)



神戸で開催されることをたいへんうれしく思って

います。また非常に歴史のある発表会で，環境省

の前身である環境庁が発足して間もない昭和49年

から毎年開催されており，まさに日本の公害行

政，環境行政，環境研究，環境政策の創生から発

展の流れに併走してきたものではないかと思って

おります。

本日は，残留性有機汚染物質を中心とした環境

モニタリング手法の開発，ならびに試料長期保存

(スペシメンバンク)に関する活動解明に取り組ん

でおられます国立環境研究所の柴田康行上級主席

研究員より，環境分析の将来展望ついてご紹介い

ただきます。

環境分析というのは環境行政，公害行政の基礎

に当たりまして，言い換えればタクトに当たるも

のであります。これを使って，皆様もこれまで実

際のデータをとられてきたわけですし，環境問題

に取り組む上では，環境の監視を行い，さまざま

な環境影響因子の影響評価などの実態をきちんと

把握しておくことが，プロセスの解明，また予防，

対策を行う上での基本となります。環境計測はそ

のための重要な手段であり，今後ともさらなる高

度化，体系化をめざして取り組んでいく必要があ

ります。これまでもダイオキシン類や，現在では

PM2.5問題のように国際的な汚染が考えられる問

題につきまして，その原因物質を特定し，プロセ

スの解明につなげるには，高度な環境計測を広範

囲に実施していくことが重要であります。とく

に，PM2.5につきましては，世の中の関心も高く，

地方研究機関等の役割としても，この問題への対

応が社会から期待されているところではないかと

思っております。

今回の研究発表会では，そうした観点から，こ

れまで皆様が取り組んでこられました研究や，最

近の新しい PM2.5問題に対応した研究等さまざ

まな発表がいただけるものと承知しております。

お互いに情報交換させていただきまして，それぞ

れに有益な知見が得られたらと思っております。

さて，環境省では，皆様の研究を支援させてい

ただくツールとして，いわゆる公募型の研究資

金，環境研究総合推進費を運営しています。

地域連携課題については，従来から採択に考慮

してきましたが，地環研の皆様が日々取り組まれ

ておられる研究課題は，行政ニーズに即応するも

のであり，よりダイレクトに地方のニーズに合わ

せようと，平成27年度新規公募に当たりまして

は，地方自治体から提案のありました行政ニーズ

を提示し，新規公募を実施させていただき，琵琶

湖や地域の温暖化対策など多くの提案をいただい

ております。

来年度以降も地方の研究機関と自治体行政が連

携し，今必要な自治体政策となる課題を提案いた

だければと思います。環境省としては，こうした

下支えをさせていただきながら地域における環境

行政を支える科学的・技術的な中核組織でありま

す地方環境研究所を引き続き支援してまいりたい

と考えております。

最後になりますが，本研究発表会の開催に当た

りご尽力をいただきました兵庫県および全環研協

議会の関係者の皆様にお礼を申し上げたいと思い

ます。本日までのご丁寧な事前の開催準備を始

め，このような立派な会場も準備していただきま

した。県のご尽力をたいへんありがたく感じてお

ります。皆様におかれては，ぜひとも情報交換，

意見交換，親睦を深めていただければ幸いです。

この�日間が皆様にとって実り多いものとなる

ことを祈念いたしましてして，私の挨拶とさせて

いただきます。

○全国環境研協議会のあいさつ

今年度，全国環境研協議会の会長を務めていま

す秋田県健康環境センターの飯塚でございます。

第41回環境保全・公害防止研究発表会の開会に当
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(環境省総合環境政策局環境研究技術室長

吉川 和身 氏)



たり一言挨拶を申し上げます。

本日は全国から多数の方々にご参加いただき誠

にありがとうございます。また，本研究発表会の

開催に当たり，環境省，国立環境研究所ならびに

今回準備にご尽力をいただいた兵庫県，そして

ひょうご環境創造協会兵庫県環境研究センターの

皆様に厚く御礼を申し上げます。

さて，私ども地方環境研究所は，環境行政を支

える科学的・技術的な中核機関として健康被害の

防止など地域住民に安全安心を提供する使命を

担っております。しかし，近年は人員や予算の削

減が進み，知識・技術の継承がたいへん厳しく

なっております。こうした中，国立環境研究所と

の共同研究や地方環境研究所同士の情報交換・連

携，そしてこの研究発表会など，協議会の事業活

動を通して力を合わせて行くことが大切であると

考えております。

研究発表会の演題数は例年40前半程でありまし

たが，今年度は皆様のご協力により50演題と多数

エントリーしていただいております。かつて環境

問題と言えば昭和40年代以降の高度経済成長に伴

う大気，水質，騒音，振動，悪臭など典型�公害

がその対策を含めて行政の大きな課題となってお

りました。現在は分析技術や情報処理技術の進歩

により，解析等で取り扱えるデータも飛躍的に伸

び，従来では想定しなかった新たな生活環境への

影響も解明されてきております。

今回の発表会では，近年話題となっている

PM2.5を始めとした広域大気汚染，環境中の化学

物質，環境の変化に伴う生態系への影響など幅広

い分野において，新たな考え方や技術によるアプ

ローチが多数紹介されるものと期待しているとこ

ろです。

最後になりますが，本研究発表会が皆様の地域

で複雑化・多様化する環境問題解決の糸口とな

り，皆様の研究が一層深まり発展されますことを

祈念して挨拶とさせていただきます。

○兵庫県のあいさつ

兵庫県環境部長の梅谷でございます。

本日は，環境省の吉川環境研究技術室長様をは

じめ，全国各地からたくさんの方々に兵庫県にお

集まりいただき，ありがとうございます。開催県

として心より歓迎申し上げます。

兵庫県は，県の中央を中国山地と丹波山地が東

西に走り，北は日本海，南は瀬戸内海から淡路島

を経て太平洋に面しており，豊かな自然環境に恵

まれています。また，歴史文化につきましても，

旧国名でいいますと，但馬，丹波，摂津，播磨，

淡路の�国があり，それぞれの地域で特色があり

ます。皆様方には，神戸が一番馴染み深いかと思

いますが，今年は軍師官兵衛が NHK大河ドラマ

で取り上げられ，姫路や伊丹もご存じではないで

しょうか。

本年	月，「第�次兵庫県環境基本計画」を策

定し，今回の計画では，各地域特性を活かし，県

民，地域団体，NPO，事業者，行政などが協働

する「地域力」を基本理念に盛り込んだところで

す。それぞれの地域の魅力やふるさと意識を共有

し，より良い環境づくりに向けて協働する「地域

力」は，ますます重要になってきていると思いま

第41回環境保全・公害防止研究発表会の概要

Vol. 40 No. 1 (2015)

【T：】Edianserver ／環境コミュニケーションズ／全国環境研会誌／
／第40巻第1号(通巻第134号)／(特集)概要 � 校

5

― 5

(全国環境研協議会会長 飯塚 政範 氏

(秋田県健康環境センター所長))

(兵庫県環境部長 梅谷 順子 氏)



す。

各地域の多様な主体が協働するうえで基盤とな

るのが調査研究活動です。基礎となるデータ，調

査研究活動の客観的な成果は，多様な価値観を持

つ各主体に共通の方向性を与えるうえで，なくて

はならないものです。その役目を担っている皆様

に集まっていただいていると思っております。

兵庫県では現在議会開催中で，昨日まで	日間

本会議が開催され，環境関連にも多くのご質問を

いただいています。①地球温暖化防止の観点か

ら，再生可能エネルギー，燃料電池電気自動車，

省エネ住宅，②獣害被害，③ PM2.5の問題で，

大変議会の関心も高い状況でした。

各府県でもこのテーマ(PM2.5)に関しては関心

が高く，今回多くの発表をエントリーいただいて

おります。兵庫県でも調査分析や発生源の解明な

どに懸命の努力を続けておりますが，その原因の

一つとして，中国大陸からの越境汚染が言われて

います。兵庫県では，中国・広東省と姉妹提携関

係にあり，今年度から公開の情報交換会を開催

し，兵庫県及び広東省の PM2.5の現状や発生源

対策について情報交換を行っているところです。

来年のできるだけ早くに，広東省の関係者の方々

に来ていただいて分析方法などを検討して頂く機

会を持ちたいと思います。

環境省の方でも，中国の大気環境改善のため，

日本と中国の自治体間交流を推進する都市間連携

事業を実施されておりますので，本県としても自

治体レベルでの技術交流を積極的に進めていきた

いと思います。

本日から開催される発表会におきましては，国

立環境研究所の柴田先生に「環境分析の将来展

望」についてご講演いただくとともに，PM2.5を

始めとする大気汚染，水質汚濁，化学物質，廃棄

物，騒音，植物，生物など様々な分野の研究成果

について発表が行われます。�日間ではあります

が，これらの研究成果をもとに活発な情報交換・

意見交換を行っていただき，各自治体における環

境政策はもとより，各自治体の国際協力にも貢献

されることを期待しております。

最後になりましたが，全国環境研協議会の益々

のご発展と，本日お集まりの方々のご健勝・ご活

躍を祈念しまして，開催県のあいさつとさせてい

ただきます。

3. 特 別 講 演

独立行政法人国立環境研究所環境計測研究セン

ター上級主席研究員柴田康行氏により「環境分析

の将来展望―網羅分析，指標分析，スペシメンバ

ンキング―」について，特別講演が行われました。

概要は特集として後に掲載しております。

4. 研 究 発 表

�日間にわたり，Ａ会場・Ｂ会場の�会場で50

の演題について，以下のとおり研究発表が行われ

ました。以下にその概要を示します。

(1) 第 1 日 目

(パレス神戸 Ａ会場)

○大気Ⅰ ［15:10〜17:16］

座長：星 純也((公財)東京都環境公社東京都

環境科学研究所)

1A1-1 奈良県における PM2.5常時監視モニタ

リングの解析結果について

浅野 勝佳ほか(奈良県景観・環境総

合センター)

1A1-2 PM2.5の濃度上昇と気象の関係について

の考察

三田村 徳子ほか(滋賀県琵琶湖環境

科学研究センター)

1A1-3 石川県における微小粒子状物質(PM2.5)

の成分測定結果について

宮田 朋子ほか(石川県保健環境セン

ター)

座長：山口 高志((地独法)北海道立総合研究

機構環境科学研究センター)

1A1-4 標高差のある大気連続観測から見える富

山県の PM2.5高濃度事象

山﨑 敬久ほか(富山県環境科学セン

ター)

1A1-5 新潟県における PM2.5 調査について

高橋 雅昭ほか(新潟県保健環境科学

研究所)

1A1-6 島根県における PM2.5高濃度エピソー

ドの発生源推定

高木 智史ほか(島根県保健環境科学
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研究所)

1A1-7 隠岐および京丹後における大気エアロゾ

ル化学成分連続自動分析結果について

谷口 延子ほか(京都府保健環境研究

所)

(パレス神戸 Ｂ会場)

○水質 ［15：10〜17：16］

座長：加田平 賢史(大阪市立環境科学研究所)

1B1-1 寝屋川流域における水質汚濁の現状と対

策について ―浚渫の水質浄化効果の定

量的把握への試み―

小野 純子ほか((地独法)大阪府立環

境農林水産総合研究所)

(講演要旨のみ)

1B1-2 長野県野尻湖における湖水中有機物の実

態調査

山下 晃子ほか(長野県環境保全研究

所)

1B1-3 渡良瀬川周辺土壌中の重金属が河川に与

える影響の把握

中曽根 佑一ほか(群馬県衛生環境研

究所)

座長：一瀬 諭(滋賀県琵琶湖環境科学研究セ

ンター)

1B1-4 15N-ミクロシスチンを用いたミクロシ

スチン類の環境実態調査

荒堀 康史ほか(奈良県景観・環境総

合センター)

1B1-5 アオコの有毒物質ミクロシスチンのモニ

タリング手法の検討

佐野 友春ほか (独立行政法人国立

環境研究所)

1B1-6 琵琶湖北湖におけるメタロゲニウム粒子

(Metallogenium-particles)の発生状況に

ついて(2002年度-2013年度)

古田 世子ほか(滋賀県琵琶湖環境科

学研究センター)

1B1-7 湖沼底質における鉛同位体比のサイト間

比較

加田平 賢史(大阪市立環境科学研究

所)

(2) 第 2 日目

(パレス神戸 Ａ会場)

○大気Ⅱ ［9:00〜10:30］

座長：浦西 克維(奈良県景観・環境総合セン

ター)

2A1-1 東京都における PM2.5高濃度日の特徴

(Ⅰ)―出現頻度とその要因解析―

星 純也ほか((公財)東京都環境公社

東京都環境科学研究所)

2A1-2 東京都における PM2.5高濃度日の特徴

(Ⅱ)―化学成分組成―

齊藤 伸治ほか((公財)東京都環境公

社東京都環境科学研究所)

2A1-3 大阪府域における PM2.5高濃度日の特

徴について

西村 理恵ほか((地独法)大阪府立環

境農林水産総合研究所)

2A1-4 和歌山県における黄砂等エアロゾルの事

例解析

木野 惠太ほか(和歌山県環境衛生研

究センター)

2A1-5 茨城県における微小粒子状物質の発生源

解析について

相馬 久仁花ほか(茨城県霞ヶ浦環境

科学センター)

○植物・騒音 ［10：40〜11：52］

座長：平木 隆年((公財)ひょうご環境創造協

会兵庫県環境研究センター)

2A2-1 植物に対する低線量環境放射線の影響

青野 光子ほか(独立行政法人国立環

境研究所)

2A2-2 名古屋市における遺伝子組換えナタネの

現状について

大畑 史江ほか(名古屋市環境科学調

査センター)

2A2-3 風力発電設備周辺における風車音調査

桶谷 嘉一ほか(和歌山県環境衛生研

究センター)

2A2-4 沖縄県における航空機騒音WECPNLと

Lden の比較

友寄 喜貴ほか(沖縄県衛生環境研究

所)
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○化学物質Ⅱ・分析法 ［13：00〜14：30］

座長：松村 千里((公財)ひょうご環境創造協

会兵庫県環境研究センター)

2A3-1 川崎市におけるナフタレン等大気環境調

査結果

福永 顕規ほか(川崎市環境総合研究

所)

2A3-2 広島市東部地域における環境大気中ダイ

オキシン類調査について

村野 勢津子ほか(広島市衛生研究所)

2A3-3 山口県内の大気環境中におけるダイオキ

シン類発生源の推定

上杉 浩一ほか(山口県環境保健セン

ター)

2A3-4 奈良県における有害大気汚染物質(1,2-

ジクロエタン)濃度と微小粒子状物質

(PM2.5)の挙動について

浦西 克維ほか(奈良県景観・環境総

合センター)

2A3-5 PM2.5 自動測定機と小型センサーの比較

山口 高志ほか((地独法)北海道立総

合研究機構環境科学研究センター)

○大気Ⅲ ［14：40〜15：52］

座長：中坪 良平((公財)ひょうご環境創造協

会兵庫県環境研究センター)

2A4-1 東京都内における光化学オキシダント高

濃度時の大気中 VOC成分の挙動

石倉 淳士ほか((公財)東京都環境公

社東京都環境科学研究所)

2A4-2 神戸市域における有害大気汚染物質等の

動態解析

向井 健悟ほか(神戸市環境保健研究

所)

2A4-3 分析走査電子顕微鏡法による大気中アス

ベスト濃度測定について

須永 宏(さいたま市健康科学研究セ

ンター)

2A4-4 パーティクルカウンターによるアスベス

ト漏えい監視方法の検討

藤原 亘ほか((公財)ひょうご環境創

造協会兵庫県環境研究センター)

(パレス神戸 Ｂ会場)

○閉鎖性水域 ［9：00〜10：30］

座長：荒堀 康史(奈良県景観・環境総合セン

ター)

2B1-1 湯ノ湖プランクトンの季節変化および水

質との関係について

塩月 智子ほか(栃木県保健環境セン

ター)

2B1-2 宮崎県延岡市沖田川で発生した赤潮事例

三坂 淳一ほか(宮崎県衛生環境研究

所)

2B1-3 湖沼水質形成における沿岸帯の機能とそ

の影響因子の評価

一瀬 諭ほか(滋賀県琵琶湖環境科学

研究センター)

2B1-4 大腸菌測定における疎水性格子付メンブ

ランフィルターの不具合の発見 〜クロ

スチェックの有効性と他機関との連携〜

石井 裕一ほか((公財)東京都環境公

社東京都環境科学研究所)

2B1-5 琵琶湖底質調査結果(その	)について

卯田 隆ほか(滋賀県琵琶湖環境科学

研究センター)

○化学物質Ⅰ ［10：40〜11：52］

座長：八木 正博(神戸市環境保健研究所)

2B2-1 茨城県内河川水中の合成着色料青色�号

の濃度分布

菅谷 和寿(茨城県霞ケ浦環境科学セ

ンター)

2B2-2 福井県における有機フッ素化合物の排出

源と挙動について

川下 博之ほか(福井県衛生環境研究

センター)

2B2-3 下水処理場におけるフッ素テロマーアル

コール類のマスバランス

野尻 喜好ほか(埼玉県環境科学国際

センター)

2B2-4 国立環境研究所Ⅱ型共同研究「国内にお

ける化審法関連物質の排出源および動態

の解明」の進捗状況について

西野 貴裕ほか((公財)東京都環境公

社東京都環境科学研究所)
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○廃棄物 ［13：00〜14：30］

座長：神保 有亮(富山県環境科学センター)

2B3-1 産業廃棄物の最終処分場における硫化水

素発生対策とモニタリング調査

平川 周作ほか(福岡県保健環境研究

所)

2B3-2 ガラスの分相現象を利用した新規レアメ

タル分離技術の開発

門木 秀幸ほか(鳥取県衛生環境研究

所)

2B3-3 廃ブラウン管ファンネルガラスからの鉛

除去技術の実証(第�回)

小林 拓史ほか(鳥取県衛生環境研究

所)

2B3-4 エージングによる一般廃棄物焼却灰の無

害化に関する研究

成岡 朋弘ほか(鳥取県衛生環境研究

所)

2B3-5 土壌に混入した廃石膏ボードのＸ線分析

と溶出試験による含有量測定の試み

下嵜 楓ほか(長野県環境保全研究所)

○生物・ネットワーク解析 ［14：40〜15：52］

座長：石井 裕一((公財)東京都環境公社東京

都環境科学研究所)

2B4-1 GISのネットワーク解析を用いた廃棄物

処理施設の最適収集エリアの検討

神保 有亮ほか(富山県環境科学セン

ター)

2B4-2 椹野川河口干潟(南潟)におけるアサリ稚

貝生息状況調査

惠本 佑ほか(山口県環境保健セン

ター)

2B4-3 淡水二枚貝と沈水植物を用いた水質浄化

方法の検討

吉澤 一家ほか(山梨県衛生環境研究

所)

2B4-4 希少二枚貝イシガイ科の保護を目的とし

た生息個体密度が異なる水路における水

質の比較

田中 仁志ほか(埼玉県環境科学国際

センター)

5. 閉 会

閉会に当たり，環境省および兵庫県から閉会の

挨拶が，また次期開催県としての挨拶が東京都か

らありました。

○環境省の閉会のあいさつ

第41回環境保全・公害防止研究発表会の閉会に

あたりまして，一言ご挨拶申し上げます。

皆様お疲れさまでした。数多くのご発表，ご議

論をいただきまして，とくに今年は多くの発表が

あったにもかかわらず，たいへんスムーズな進行

で，各分野に渡る調査・研究の成果発表と議論が

行われたことと思います。これもひとえに，発表

者の皆様のご準備，そして各座長の的確なご運営

の賜物と思います。

�日間Ａ会場で大気関連の発表聞いておりまし

たが，私自身は，大気の仕事は10年近く前に

VOC 規制の仕事をやっておりましたので，最新

の情報を集めることができたと思っております。

若手の発表者が目立っていると思いました。�日

間，情報交換と議論により，お互い啓発につなが

り，非常に有益であったと思います。環境研究や

審議会などの専門家の先生との意見交換の際に，

最近若い研究者が少ないことが取り上げられてい

ます。大学でも自治体においても，予算や仕事移

動の関係上若手の研究者が，研究に着手できる環

境が整っていないのではないかという問題があ

る。このような会をぜひ続けていけるように努力

したいと思います。環境省が皆様をなかなか力強

くサポートできていないという反省もございます

が，引き続き推進費などのツールを使いまして，

ご支援させていただきたいと思っております。

兵庫県および全環研協議会の皆様におかれまし

ては，準備作業や当日の運営にご苦労もあったか

とは思いますが，非常につつがなく的確な運営を

していただきました。厚く御礼申し上げたいと思

います。

本研究発表会は，地環研にとってたいへん貴重

な機会であるとの声，評価を多くいただきまし

た。機関によりましては，学会発表は年に�回な

ど出張しにくいところもあるかもしれませんが，

年に一回，全国から地環研の研究者が一堂に会す

るという貴重な機会，これを引き続き継続し一層
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充実させてまいりたいと考える次第でございま

す。次期開催県でございます東京都および全環研

協議会関係者の皆様には，引き続きお力添えをい

ただきますよう，お願い申し上げます。

以上，私からの閉会の挨拶とさせて頂きます。

ありがとうございました。

○次期開催県のあいさつ

東京都環境科学研究所長の柿沼です。

昨日今日と�日間にわたり，それぞれの地域の

環境の実態に基づいた情報あるいは研究の内容に

基づいての意見交換，情報共有ができたというこ

とは，非常に成功した研究発表会だったと思いま

す。これも開催県である兵庫県のスタッフの皆

様，そして開催地であります神戸市の方々のご支

援のおかげであったと深く感謝しております。

また，会場ですとか，懇親会ですとか，そして

開催の時期もルミナリエという記念すべきイベン

トの時期を選んでいただくという非常に配慮のあ

るホストをしていただきまして感謝を申し上げた

いと思います。

ところで，来年度，私どもがそれを引き継ぐわ

けですが，兵庫県，神戸市の皆様に負けないよう

に，準備をしようということで，現在取りかかっ

ているところでございます。

場所につきましては決まり次第，お知らせする

ことになると思いますが，今のところ事務局で

は，文京シビックセンターという後楽園の側の会

場で，12月の�日，�日で予定しております。確

定しましたらお知らせいたします。

その時には，是非今回にも増して活発な発表と

意見交換と，それから，今日来られなかった仲間

の皆様を大勢お迎えして，充実した発表会になる

ようにしたいと考えております。どうぞよろしく

お願いいたします。

○開催県閉会のあいさつ

皆様�日間にわたりたいへんお疲れさまでし

た。おかげをもちまして，盛会のうちに発表会を

終了することができたと思います。環境省の吉川

室長様，全環研の飯塚会長様，そして特別講演の

柴田先生，各セッションの座長・発表者の方々，

さらに最後まで熱心にご討論していただきました

多数の皆様に感謝申し上げます。

皆様方におかれましては，今回の研究発表会で

得られた課題解決のヒントや，新たな視点・着想

などを今後の研究活動にぜひ活かしていただきた

いと思います。

また，先ほど，東京都環境科学研究所の柿沼所

長様からご挨拶がございましたが，来年度は東京

での開催となります。今回発表された方は，バー

ジョンアップした研究成果を，また，今回準備が

間に合わなかった方は是非とも次回に発表して頂

ければと思います。来年度も沢山の研究発表が行

われ，全国環境研協議会の研究発表会が一層発展

することを祈念しております。それでは，これを

もちまして「第41回環境保全・公害防止研究発表

会」を閉会いたします。皆様どうもありがとうご

ざいました。
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((公財)東京都環境公社 東京都環境科学研究所所長

柿沼 潤一 氏)


